
「生活守る予算」を要望

日本共産党福岡市議団

灯油・ガソリン高すぎる！
 緊急対策を申し入れ
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市
民
生
活
は
た
い
へ
ん
な
の
に
、
大
企
業

は
史
上
空
前
の
大
も
う
け
。
貧
困
と
格
差
の

ひ
ろ
が
り
を
く
い
と
め
る
た
め
行
政
と
議
会

が
そ
の
役
割
を
発
揮
す
る
時
で
す
。
市
民
い

じ
め
の
政
治
と
た
た
か
い
、
暮
ら
し
を
守
る

政
治
の
実
現
へ
、
日
本
共
産
党
は
市
民
と
力

を
あ
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　貧困と格差のひろがり、雇用や医療・社会保障
の不安と危機…。大企業中心の政治を続けてい
ては、家計は冷え込み、日本経済のまともな発展
も見えません。経済の軸足を国民に移すことが
いま必要です。
　一方で、薬害Ｃ型肝炎の患者救済など国民の
世論と運動が政治を動かす新しい時代です。
　アメリカいいなりと大企業中心という自民党
政治の根本に切り込む日本共産党が大きくなる
ことが、新しい政治をきりひらく力になるのでは
ないでしょうか。

　

福
岡
市
の
国
保
料
は
高
す
ぎ

て
、市
民
が
払
い
た
く
て
も
払
え

ず
に
医
療
か
ら
排
除
さ
れ
る
深

刻
な
事
態
で
す
。引
き
下
げ
を
求

め
る
声
が
大
き
く
広
が

て
い

ま
す
。日
本
共
産
党
も
参
加
す
る

「
国
保
を
よ
く
す
る
福
岡
市
の

会
」が
市
議
会
に
提
出
し
た「
国

保
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
請

願
署
名
」は
、人
口
の
一
割
を
超

え
る
14
万
５
８
９
９
筆
と
、過
去

最
高
数
に
達
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
12
月
議
会
で

請
願
の
採
択
を
求
め
て
奮
闘
し

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
国
保
料
の
引

き
上
げ
に
賛
成
し
て
き
た
自
民
、

公
明
、民
主
、み
ら
い
の
議
員
も

不
採
択
に
で
き
ず
、継
続
審
議
と

な
り
ま
し
た
。国
保
運
営
協
議
会

（
１
月
）で
は
委
員
か
ら「
高
す
ぎ

る
。負
担
軽
減
す
べ
き
」の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　

世
論
と
運
動
が
変
化
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。引
き
下
げ
の
実

現
へ
ひ
き
つ
づ
き
が
ん
ば
り
ま

す
。

　市長と教育委員長に対し、国保、医療、生活保護、障害者福祉、雇用、
中小企業支援、教育、子育て支援など予算編成に関する全262項目の要
望書を提出しました。写真は吉田市長（左端）に申し入れる党市議団。

　

ガ
ソ
リ
ン
が
１
・
５
倍
、灯
油
が

２
・
３
倍
な
ど
原
油
高
が
生
活
と

営
業
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。日
本

共
産
党
市
議
団
は
福
岡
市
に
対

し
、①
生
活
保
護
世
帯
や
高
齢
者
、

障
害
者
、母
子
・
父
子
世
帯
な
ど
へ

の「
福
祉
灯
油
」の
支
給
、②
中
小

業
者
、農
漁
業
者
へ
の
燃
料
代
補

助
や
減
税
措
置
な
ど
の
緊
急
対
策

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

政
府
が
４
月
開
始
予
定
の
75

歳
以
上
の「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」は
、高
い
保
険
料
を
年
金
か

ら
天
引
き
、滞
納
し
た
ら
保
険
証

と
り
あ
げ
、治
療
内
容
の
制
限
な

ど
、お
年
寄
り
差
別
の
医
療
制
度

で
す
。福
岡
県
の
保
険
料
は
年
10

万
１
７
５
０
円（
平
均
的
年
金
収

入
の
単
身
世
帯
の
試
算
）。い
ま

市
が
各
公
民
館
で
説
明
会
を
開

い
て
い
ま
す
が
、ど
こ
で
も「
年

寄
り
は
早
く
死
ね
と
い
う
こ
と

か
」な
ど
不
安
と
怒
り
の
声
が
あ

が

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
市
議
会
で
中

止
・
撤
回
を
繰
り
返
し
主
張
し
て

き
ま
し
た
。12
月
議
会
で
は
政
府

へ
の
意
見
書
を
提
案
し
て
各
党

派
に
賛
同
を
呼
び
か
け
ま
し
た

が
、自
民
、公
明
、み
ら
い
に
加

え
、民
主
も
反
対
し
て
否
決
さ
れ

ま
し
た
。
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（団長） （幹事長）

志位和夫委員長きたる
日本共産党演説会
２月１９日（火）午後７時～
福岡サンパレス

入場無料　託児あり　　お問い合せ　（092）411-5131
主催：日本共産党福岡県委員会　  福岡県日本共産党後援会

日本共産党が政策と演説会開催を発表しました。

赤嶺政賢　　田村貴昭
（現）  　　　　　　　　　　　　（新）

国民の苦しみよそに
米軍にタダで給油とは
　国民・中小業者が原油高に苦しんでい
るさなか、自民、公明は「新テロ特措法」を
強行採決してインド洋での給油活動を再
開しようとしています。６年間で約49万キ
ロリットル、約225億円にも。「異常なアメ
リカいいなり」から脱出することこそ、国民
の利益につながるのではないでしょうか。

【写真上】14万筆を超えた国保署名の
提出を前に「国保をよくする会」のみ
なさんを激励（07年12月）
【写真下】天神で国保料引き下げを求
める署名活動

財政は暮らしと社会保障を中心に
　いまの日本経済は「大企業はボロ儲け、庶民は
貧困」という異常事態です。日本共産党は、自民党
政治によって進められた極端な大企業中心主義
をただして、国民の暮らしと社会保障へ経済・財政
の軸足を移すことをめざしていますが、こうした
「改革」こそ求められているのではないでしょうか。

九州・沖縄から日本共産党２議席を九州・沖縄から日本共産党２議席を



　吉田市長は人工島事業を検
証検討した結果、凍結も縮小も
することなく、破たん救済の税金
投入を問題なしとしました。そし
て、企業誘致のための交付金拡
充、商業・娯楽施設の誘致、都市
高速道路の延伸、青果市場の統
合移転などを打ち出し、人工島
推進本部を立ち上げ、市長自ら
本部長に就きました。
　「大胆な見直し」の公約違反、
市民への裏切りに他なりませ
ん。山崎前市政以上に、破たん救
済の税金投入の泥沼に突き進む
ものです。「市民の声を聞く」とい
う公約も投げ捨てました。
　市長の人工島推進宣言に対
し、自民、公明、民主、みらいの市

議らは歓迎。日本共産党は人工
島建設と税金投入を中止するよ
う厳しく追及しました。

　「こども病院の人工島移転計
画を見直す」というのが市長公
約でした。
　ところが一転、移転先は人工
島が最適などと決定。医療関係
者や患者、幅広い市民から批判
と抗議の声があがっています。
　日本共産党はきっぱり反対す

るとともに、利便性や小児医療
機関の適正配置などから見て現
地またはその近辺での建て替え
が望ましいことを主張しました。
また市民病院の民営化にも反対
です。

　吉田市長は基本方針「グラン
ドデザイン」を発表しました。
　これは、①大型開発を推進す
る「アジアの交流拠点都市」づく
り、②「民間でできるものは民間

で」として、生活・福祉関連を切り
縮める行革、③公共料金値上げ
など市民負担増を前提とした
「財政再建」など、基本的に前市
長の方針を引き継ぐもの。一年
前「無駄の多い大型開発」と批判
した立場は今どこにも見えませ
ん。

人工島 市長自ら推進本部長に

市民犠牲型を
引き継ぐ

人工島移転
許されない

吉田市政の一年を検証
日本共産党
が追及

自民・民主などが存続を決定

選挙公約どこへいった？選挙公約どこへいった？

行財政
プラン

こども
病院
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１２月議会トピックス

　就任して一年がたった吉田市長は、財界いいなりの大型開発推進、
市民犠牲型の市政を進める姿勢を鮮明にし始めました。日本共産党市
議団は12月議会（11日～19日）で、市民の切実な要求の実現へ奮闘す
るとともに、市長の公約違反ぶりを追及しました。

　市議の政務調査費の適正使用のため、収支報告書に「一円以上」の領収書を添付し
公開することが決まりました。透明性を高めるため全面公開すべきだという日本共
産党の主張が認められたものです。

　日本共産党が廃止を提案、追及して大問題となった市議一人100万円の豪華「海外
視察」。自民、公明、民主、みらい、ネットワーク、社民の代表が「報告を充実すればよ
い」「上限額を80万円に引き下げる」などと合意して、多数で「存続」を決めました。

　「高齢者から
医療を奪い取
る改悪はとんで
もない」と、後期
高齢者医療制
度の実施中止
を求める意見
書の賛成討論
を行いました。

　食品偽装の
対策と再発防
止のため、食
品衛生監視体
制の強化を要
求。「基本方針
について見直
す」との答弁
を得ました。

　後期高齢者医療制
度にあわせて65～74
歳の重度心身障害者
の医療費助成を一部
廃止する条例改定につ
いて「自己負担ゼロか
ら３割への大幅増であ
り許されない」と追及し
ました（第２委員会）。

　「民営化中止」という公約が破られようとしています。
子どもたちや保護者、保育士にたいへんな苦労が押し
つけられたことに目を向けない「検証」で、今でも少な
い公立保育所をなくしてしまうことは許されません。

　留守家庭子ども
会の「無料化」とい
う市長公約が実行
されなかったため
に生じた補正予算
案に反対し、無料化
の早期実現と留守
家庭子ども会の充
実を要求しました。

　日の丸の議場掲揚を求める日本会
議福岡の請願を自民、公明、民主、み
らいが強行採決するなか、「日の丸が
侵略戦争の象徴だったことから国民
意見が大きく分かれ、様々な思想信
条を持つ市民から選ばれた議員の言
論の場である議場の掲揚強制は許さ
れない、アジア諸国との真の友好こそ
市民の願いだ」と反対討論しました。

　「市長は国保料
引き下げを求める
市民との対話集
会を断ったそうだ
が、財界幹部では
なく市民の声こそ
しっかり聞くべき
だ」と市長の姿勢
をただしました。

● 星野議員の議案質疑
　・留守家庭子ども会関係補正予
　算について
　・重度心身障害者医療費助成条
　例改正案について
● 宮本議員の一般質問
　・市政方針「グランドデザイン」に
　ついて
　・こども病院の人工島移転の撤
　回を
　・市長と財界との関係について
● 倉元議員の一般質問
　・障害者の負担軽減、施設への
　支援などについて
　・多重債務者対策の強化につい
　て
　・食品偽装の再発防止について

日本共産党の質問
政務調査費 領収書の全面公開へ

▲▲▲▲▲▲

海外視察
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請願件名
後期高齢者医療制度の実施の中止を求める
意見書議決について
道路の拡幅について（城南区友丘）
30 人学級の早期実現について
自然林の保全について（東区香住ヶ丘）
「動物管理センター」を「動物を生かすセ
ンター」にすることについて
妊婦健診における公費助成の拡大について
児童館の設置について

妊婦健康診査の公費負担の拡充について
保育・子育て支援施策の充実について

請願者（署名数）
福岡市社会保障推進協議会

友丘地区道路拡幅連絡協議会（2,115 人）
ふくおか教育を考える会（40,979 人）
香椎花園前駅の森を守る会（8人）
「動物管理センター」を「動物を生かす
センター」に変える会（20,000 人）
妊婦健診の無料化を求める会（1,503 人）
福岡市に児童館を生み出す推進連絡会
（29,397 人）
福岡市医師会
豊かな保育を求めて公的保育の拡充を
めざす福岡市実行委員会（7,459 人）

12 月議会に提出された請願を紹介します。

一般会計補正予算（留守家庭子ども会関係含む）
重度心身障がい者医療費助成条例改正案
中学校設置条例改正案（人工島に中学校新設）
自転車駐車場の指定管理者の指定
請願「市議会での国旗・市旗の掲揚について」
（日本会議福岡）
請願「市議会での日の丸の掲揚反対について」
（教科書問題を考える福岡の会ほか７団体）

主な議案
○賛成　●反対

会派名

●　○　○　○　○　○　○　○
●　○　○　○　○　●　●　○
●　○　○　○　○　○　○　○
●　○　○　○　○　○　○　○

●　○　○　○　○　●　●　○

○　●　●　●　●　○　○　●

福
政
市
民
ク
ラ
ブ

社
民
市
政
ク
ラ
ブ

ネ

ト
ワ

ク

み
ら
い
福
岡

民
主
市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

自
民
党

日
本
共
産
党

防衛省汚職の徹底解明と再発防止を求める意見書
　　政府と国会に対し「政治家や官僚の関与がなかったか等の徹底解明と再発防止
　　策」を要請。日本共産党が提案。全会一致で可決されました。
後期高齢者医療制度の実施中止を求める意見書
　　日本共産党が提案。ネットワーク、社民が賛成。自民、公明、民主、みらいの
　　反対多数で否決されました。
食品偽装の解明と食の安全を求める意見書
　　日本共産党が提案。全会一致で可決されました。　　　　　　　（その他２件）

意見書

請   願

賛   否

議会改革に全力  日本共産党

企業交付金   破たん穴埋めの税金投入
　吉田市長が打ち出した「企業立地交付金制度」は、人工島や九大学研エリアに進出する企
業に対し最大10億円の補助金を出すというもの。３年間で100社目標といいます。市が税金を
投じて造った空き地を売りさばくために企業に税金を投げわたすなど言語道断。他の自治体
では「大企業優遇だ」「雇用効果なくムダづかい」など大問題になっています。

2007年度226億円の推進予算。検証・検討の結果「一定の
財政支出も必要」と様々な税金投入を推進する方針。「市民
の財産にするためにしっかりやります」（07年9月議会答弁）

こども病院の人工島移転を方針化。市民病院は現地存続、
民営化を検討（「検証・検討報告書」）

「福岡空港・博多港、都市高速道路等の機能強化」「都心部
や、アイランドシティ、九大学研都市、香椎副都心などに民
間資本を重点的に誘導」（政策推進プラン）

検証した結果、09年度から民営化すすめる方針

無料化せず（08年度予算議会に提案予定）

07年度小学3年生まで実施。それ以上は未定

「私の公約ではなく、民主党の機関紙に掲載されている内
容」（07年3月条例予算特総会答弁）

公共料金軽減の具体化なし

「大胆に見直し」

「子ども病院の人工島への移転計画を見直す」

「無駄の多い大型開発や公共事業を生み出す都市の無
秩序な膨張をストップ。費用対効果の見込めない大規
模開発などを市民と一緒に総点検して厳しく見直す」

「中止する方向で見直す」

「無料にもどし、延長保育を午後7時まで拡充」

「35人以下学級を小学校全学年で早期実現」

「児童館などの『親子のための交流施設』を全区に整
備」

「負担軽減措置を実施。公共料金について半減以上の
軽減策を検討」

人工島

市立病院の統合移転

大型開発

公立保育所の民営化

留守家庭子ども会

少人数学級

児童館

高齢者

吉田市長の選挙公約　　　　　　　　　　　　　　いまは？

公立保育所
民営化も公約違反！

←吉田市長の選
挙公約を書いた
ビラやホーム
ページの一部
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